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今
世
の
人
は
、
風
俗
軽
々
し
く
、
鼻
の
さ
き
智
恵
の
み
に
て
、
食
物
の
食
ひ
や
う
の
法
な
ざ
云
ふ
事
を
ば
、
あ
ざ

笑
ふ
人
多
し
°
惟
風
の
衰
へ
、
賤
し
く
な
b
た
る
な
b
o
（
伊
勢
貞
丈
ー
四
季
竺
巻
の
ち

こ
れ
の
豊
葦
原
の
瑞
穂
の
國
、
古
来
米
を
常
食
マ
J
し
た
事
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
い
0

併
し
飯
ご
は
、
今
の
鍋
釜
な
8
」

こ

し

き

こ

ょ

め

l

め
し

で
炊
い
だ
飯
で
は
な
く
て
、
甑
で
蒸
し
た
強
飯
で
あ
る
°
粥
ご
書
い
て
あ
る
の
が
、
即
ち
今
の
飯
の
事
で
（
倭
名
抄
の

ぃ
S

厚
粥
）
、
又
姫
飯
マ
J
も
云
つ
て
、
線
じ
て
朝
は
粥
、
夕
は
飯
こ
決
つ
て
居
つ
た
°
勿
論
鎌
倉
時
代
に
な
ろ
迄
は
、

庖

丁

故

賓

に

つ

き

て

林

森

亮
射
誹
＿
一
随
畝
→
好
為
翫
知
（
又
吟
『
身
長
八
尺
ぶ
日
比
一
一
於
管
仲
造
毅

f
時
人
葵
ー
一
之
許5屯
惟
博
陵
料
州
平
•
穎
川
徐
庶

元
直
、
典
レ
亮
友
善
0

謂
窃
二
信
然
↓
時
先
主
屯
1

1

新
野
↓
徐
庶
見
ー
ー
先
主
つ
先
主
器
レ
之
温
庄
先
主
一
日
c
諸
葛
孔
明
者
臥

龍
批
0

賭
軍
登
願
レ
見
レ
之
乎
°
先
主
日
0

君
典
倶
末
°
庶
日
。
此
人
可
-

I

就
見
字
小
レ
可
二
屈
致

5
笠
牌
軍
宜
孟
炉
駕
顧
ー
レ
之
3

由
＞
是
先
主
逐
詣
レ
一
必
°
凡
三
往
乃
見
。

マ
J
o
こ
の
時
先
士
劉
備
は
何
虞
に
居
り
し
ゃ
マ
J
い
ふ
に
新
野
に
屯
せ
し
な
b
°
新
野
は
南
陽
府
（
漢
の
南
陽
郡
）
に
風
し

て
郡
州
の
東
南
隣
堰
に
あ
り
、
二
地
の
距
離
甚
だ
近
し
0

先
主
が
一
―
―
た
び
顧
る
に
は
最
も
便
利
な
る
地
位
に
あ
b
o

是
に
由
b
て
草
盾
一
一
一
顧
の
地
は
河
南
省
南
陽
府
郭
州
西
南
一
里
隔
汚
の
地
な
b
マ
J
す
る
を
正
常
マ
J
佑
す
る
も
の
な
り
（
）

四
入

太

-
H
二
食

耶



で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
か
ら
、
一
二
食
に
な
っ
た
。
さ
れ
ば
禁
秘
抄
上
に
も
、

四
九

朝
巳
時
（
＋
時
）
夕
申
時
（
四
時
）
之
由
、
寛
平
遺
誡
也
、
但
一
-
]
度
供
之
間
、
泥
代
婁
未
時
（
二
時
）
夕
入
レ
夜
歎
゜

因
に
云
ふ
、
今
粥
マ
J

云
ふ
は
、
倭
名
抄
の
汁
粥
で
あ
る
。
即
ち
同
害
怨
十
六
、
水
賭
類
に
「
粥
、
肝
韻
云
、
饒
幻

証
喘
厚
粥
也
、
粥
翡
虹
薄
屎
也
」
さ
出
て
居
る
。

此
の
倣
を
乾
し
固
め
た
物
が
所
謂
餡
で
あ
っ
て
、
多
く
羅
旅
の
瘍
合
に
用
ゐ
た
0

椀
ご
云
ふ
も
同
じ
0

旅
行
に
は
専

す
み
は
ん

ら
餡
こ
云
ひ
、
貯
蔵
に
は
粕
ざ
云
っ
た
や
う
で
あ
る
0

夏

nは
俯
を
水
に
浸
し
て
食
ふ
、
即
ち
水
飯
に
て
、
冬
期
は
湯

ゆ

づ

け

の
中
に
入
れ
て
、
和
ら
げ
て
用
ゐ
た
、
即
ち
湯
漬
で
あ
る
。

其
の
澤
の
邊
の
、
木
蔭
に
お
b

居
て
、
俯
く
ひ
け
り
。
そ
の
澤
に
、
燕
子
花
い
マ
J

お
も
し
ろ
く
疾
ぎ
た
b

0

そ
れ
を
見
て

0

0

0

 
0

0

 

或
人
の
云
は
く
「
か
き
っ
ぱ
た
<
J

云
ふ
五
文
字
を
、
句
の
上
に
居
ゑ
て
、
旅
の
心
を
詠
め
」
ご
云
ひ
け
れ
ば
詠
め
る
、

崩
衣
、
き
っ
ヽ
馴
れ
に
し
、
妻
し
あ
れ
ば
、
箔
々
末
ぬ
る
、
旅
を
し
ぞ
思
ふ
。

．
 

マJ
詠
め

b
け
れ
ば
、
皆
人
俯
の
上
に
涙
落
し
て
は
ご
び
に
け
り
。
（
伊
勢
物
語
九
段
）

、
水
飯
や
う
の
も
の
な
ざ
、
若
き
上
逹
部
、
殿

ひ

み

づ

夏
の
頃
、
水
無
瀬
殿
の
釣
殿
に
、
出
で
さ
社
給
ひ
て
、
氷
水
め
し
て

上
人
ざ
も
に
、
給
は
ら
せ
て
、
大
御
酒
参
る
つ
い
で
に
も
「
あ
は
れ
、
古
の
紫
式
部
こ
そ
は
、

れ
。
彼
の
源
氏
物
語
に
も
『
近
き
川
の
鮎
、
西
川
よ
り
奉
れ
る
石
伏
や
う
の
も
の
、
御
前
に
調
じ
て
」
さ
書
け
る
な

マJ
書
か
せ
ら
れ
て
あ
る
3

い
み
じ
く
は
あ
b
け



周
園
の
義
こ
見
わ
る
。
．．． 

御
粥
3
ぁ
は
せ
、

む
、
勝
れ
て
め
で
た
き
ぞ
マ
」
よ
0

唯
今
さ
や
う
な
料
理
、
仕
り
て
む
や
」
な
ざ
、

の
た
ま
ふ
名
（
壻
鏡
砂
蹂
）
苦

い
か
ゞ
せ
む
マ
J

す
る

．．
 

い
み
じ
う
苦
し
き
な
り
」
こ
の
た
土
ミ
ぱ
、
重
秀
巾
す
や
う
「
冬
は
湯
漬
、
夏
は

立
居
な
ざ
す
る
が
、
身
の
重
，
ヽ
‘

水
漬
（
水
飯
）
に
て
物
ィ
ぜ
め
す
べ
き
な

b
」
マ
J

申
し
け
り
。
拿
治
拾
遠
物
語
巻
七
）

ひ
め
い
ひ

さ
て
姫
飯
を
、
常
食
”
こ
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
室
町
時
代
よ
り
の
事
で
あ
る
0

堂
時
呆
馬
佼
偲
、
武
士
は
勿
論
百
姓
も

安
じ
て
食
物
調
理
の
暇
は
な
い
。
さ
れ
ば
便
宜
上
米
セ
炊
い
で
、
途
に
こ
れ
を
箪
に
飯
こ
稲
す
る
に
至
っ
た
。

0

0

0

0

 

0
 
0
 

0
 
0

0

0

 

釘
り
事
と
、
古
，
ヽ
は
あ
は
せ
ご
云
っ
た
の
は
、
飯
に
合
せ
て
食
ふ
故
で
あ
ら
う
0

め
ぐ
り
ご
云
ふ
も
．
お
ま
は

b
こ

0

0

0

0

 

0
 
0
 
0
 

唱
ふ
る
も
、
同
義
で
あ
る
。
海
人
藻
芥
に
「
御
菜
と
ば
、
め
ぐ
り
こ
云
ふ
0

常
に
お
ま
は
り
ご
云
ふ
は
わ
ろ
し
」
又
四

0

0

0

0

 

條
流
庖
T
書
に
「
章
魚
切
り
盛
る
べ
き
事
、
飯
の
お
ま
は
り
な
ら
ば
、
如
何
に
も
薄
く
九
く
切
Q

可
し
」
な
<
J

あ
る
を

0

0

 
0
 
0
 

見
れ
ば
、
お
ま
は
り
こ
云
ふ
言
葉
も
随
分
古
く
、
元
は
女
房
閥
ら
し
い
0

古
粛
セ
見
る
に
飯
を
山
盛
り
に
し
て
（
盛
方

さ
い

0

0
 
0
 

0
 
0
 
0
 
0
 

に
色
々
名
が
あ
る
、
貞
丈
雑
記
七
奎
看
）
真
中
に
据
ゑ
、
釘
セ
ば
周
園
に
設
い
て
あ
れ
ば
、
め
ぐ
b
又
は
お
ま
は
り
は

い
を
3
四
く
さ
、
し
や
う
じ
oJ
四
種
、
大
き
な
る
、
ぢ
ん
の
折
櫃
に
、

さ
し
入
れ
て
、
こ
が
ね
の

か
は
ら
け
の
大
き
な
る
、
小
さ
き
白
が
ね
の
箸
、
あ
よ
だ
据
ゑ
て
、
奉
り
給
へ

b
0
名
津
保
物
語
咀
竺

0

0

0

)

0

0

 

お
か
す
こ
云
ふ
は
、
御
湯
殿
／
上
9

日
記
、
慶
長
三
年
五
月
四

H
の
條
に
も
「
御
そ
へ
御
か
す
ゞ
上
て
、
御
ま
な
恭
る
」
こ

し
き
ま
で
、
肥
ゎ
給
ひ
け
れ
ば
、
醤
師
童
秀
を
呼
び
て
「
か
く
、

い
み
じ
う
、

ふマ
J

る
と
ば
、

査

0



る
ご
ぞ
0

(
古
今
著
開
集
飲
食
）

る
の
で
あ
ら
う
。

五＿

見
わ
た
る
が
、
今
で
云
へ
ぱ
、
吸
物
も
あ
れ
ば
、
刺
身
も
燒
物
も
あ
る
こ
云
ふ
格
で
、
御
誂
走
の
敷
々
あ
る
セ
意
味
す

古
く
は
酒
宴
の
際
、
賓
客
の
前
に
、
庖
丁
人
（
正
し
く
は
庖
丁
、
庖
は
森
所
、
丁
は
仕
丁
な
ゞ
の
丁
）
出
で
て
魚
鳥

調
理
の
法
セ
、
御
覚
せ
さ
す
る
を
、
製
應
の
一
っ
こ
し
た
3

古
文
學
の
中
に
も
、
例
は
澤
山
あ
る
。

い、
1
J

暑
き
日
、
東
の
釣
殿
に
出
で
給
ひ
て
、
凍
み
給
ふ
。
中
牌
り
君
も
、
さ
ぶ
ら
ひ
給
ふ
0

親
し
き
殿
上
人
、
数
多

．．．．．．． 

さ
ぶ
ら
ひ
て
、
西
川
よ
b
奉
れ
る
鮎
、
近
き
川
の
石
伏
や
う
の
も
の
、
御
前
に
て
調
じ
て
参
ら
す
。
（
源
氏
物
語
常
邑

同
（
保
延
）
六
年
十
月
―

-+H、
白
河
の
仙
洞
に
行
幸
の
時
、
御
前
に
て
盃
酌
あ
b
け
b
°
家
成
卿
、
左
兵
衛
督
に
て

侍
b
け
る
に
、
庖
丁
す
べ
き
由
、
沙
汰
あ
り
け
れ
ぐ
」
も
、
僻
し
申
し
け
る
を
、
あ
る
殿
上
人
、
鯉
セ
か
の
卿
の
前
に

置
き
て
け
り
°
徳
大
寺
左
大
臣
右
大
痛
に
て
侍
り
け
る
が
「
天
氣
を
待
つ
に
こ
そ
」
こ
、
奏
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
主
上

••••••• 

渡
ら
せ
給
ひ
て
、
勘
め
さ
せ
お
は
し
ま
し
け
れ
ば
、
家
成
仕
う
ま
つ
b
け
り
。
群
臣
典
に
入
り
て
、
目
セ
す
ま
し
け

室
町
時
代
に
至
っ
て
は
、
割
烹
の
法
に
、
種
々
作
法
證
俵
が
出
末
て
、
途
に
は
其
の
術
セ
、

此
の
庖
丁
の
故
賓
の
あ
ら
ま
し
を
述
ぺ
る
の
が
、
即
ち
本
篇
の
主
意
で
あ
る
。

ー
の
奥
秘
ご
し
て
、
四

條
、
大
草
の
雨
家
、
代
々
之
を
偲
へ
た
の
で
あ
る
0

即
ち
疱
丁
の
家
こ
し
て
、
四
條
家
ご
大
草
家
こ
が
出
来
て
、
食
物

の
調
理
法
、
食
ひ
や
う
を
始
め
、
俎
板
、
庖
刀
、
魚
省
な
ざ
oJ
寸
尺
に
至
る
ま
で
、
そ
れ
人
＼
一
定
の
故
賓
が
あ
っ
た
。



を
用
ゐ
な
い
事
、
庖
丁
の
故
貨
で
あ
る
3

そ
れ
に
先
だ
ち
て
、
此
の
方
而
に
闊
す
ろ
先
人
の
遺
書
を
欅
ぐ
れ
ば
、
先
．
つ
群
書
類
従
飲
食
部
に
、
厨
事
類
記
、
世

俗
立
要
集
、
武
家
調
味
故
賓
、
庖
丁
聞
害
、
四
條
流
庖
丁
書
、
大
草
家
料
理
書
、
大
紅
相
博
聞
書
な
ざ
、
績
群
書
類
従

飲
食
部
に
は
、
式
三
献
七
五
一
二
膳
部
記
、
山
内
料
理
書
、
料
理
物
語
、
食
物
服
用
之
怨
な
ぐ
」
が
あ
る
。
其
の
外
、
鯉
魚

庖
丁
故
賓
、
陪
膳
記
、
小
笠
原
配
膳
食
様
な
ざ
云
ふ
隅
行
本
も
あ
っ
て
、
随
分
膠
し
い
も
の
で
あ
る
。
猶
今
川
大
雙
紙
、

宗
五
大
箪
紙
、
貞
丈
維
記
、
四
季
京
の
如
合
、
武
家
故
賓
一
般
の
害
に
も
、
食
物
の
部
が
あ
る
。
是
等
も
参
考
に
資
す

3

3

0

3

3

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 

べ
き
で
あ
る
が
、
何
れ
も
所
説
は
中
々
煩
雑
で
あ
る
。
先
づ
料
理
の
場
合
に
於
け
る
故
宵
を
述
べ
て
試
よ
う
。

．．
 

鳥
類
の
料
理
の
う
ち
で
、
三
鳥
ご
云
つ
て
、
雉
ご
鶴
マ
J

鷹
さ
が
、
や
か
ま
し
く
、
此
の
作
法
に
て
、
除
烏
を
も
切
っ

た
も
の
で
あ
る
0

魚
で
は
五
魚
ご
云
つ
て
、
鯉
、
鯛
、
鑢
、
屹
、
モ
餘
魚
を
重
ん
じ
た
°
殊
に
雉
ご
鯉
ご
が
、
別
し
て

賞
翫
せ
ら
れ
て
、
限
に
烏
の
庖
丁
ご
云
へ
ぱ
雉
、
魚
の
庖
丁
ご
云
へ
ぼ
鯉
の
料
理
で
あ
る
。
さ
れ
ば
雉
に
も
、
鯉
に
も

そ
れ
ぞ
れ
名
所
が
あ
っ
て
、
雉
の
名
所
は
、
常
流
献
方
日
博
書
を
引
い
て
、
貞
丈
維
記
六
、
飲
食
の
部
に
も
見
わ
て
ゐ

る
0

鯉
の
名
所
も
圃
書
に
あ
る
が
、
腹
の
方
第
五
の
鰭
を
、
こ
ご
ゞ
め
の
鰭
ご
云
ふ
の
で
、
婚
證
の
祝
に
は
、
此
の
鰭

式
三
献
の
肴
侑
へ
や
う
に
、
二
の
膳
は
、
鯉
の
薄
身
を
、

さ
し
身
の
如
く
作
b‘

鰭
を
さ
す
な
り
。

蓋
し
子
を
止
む
る
に
通
ふ
か
ら
で
、
懐
妍
の
婦
人
、
着
帯
の
祝
に
も
忌
ん
だ
。

徳
川
時
代
に
は
、
少
L
様
子
が
襲
つ
て
、
鶴
マ
J

鯛
こ
に
、
煎
き
を
骰
い
た
0

即
ち
四
季
草
に
も
、
左
の
如
く
出
て
居
る
。

五
f



五
]
1
-

は
た
の
さ
け
の
ぎ
ム

仁
徳
天
皇
の
御
時
、
秦
酒
公
竺
本
ひ
し
人
、
鷹
夕
笠
使
ひ
始
め
し
よ
り
、
鷹
狩
に
は
、
雉
を
捉
ら
し
む
る
事
に
て
、
あ

り
し
な
り
°
故
に
鷹
の
鳥
マ
J

云
へ
ば
、
雉
子
の
事
な
り
°
雉
子
を
賞
翫
す
る
は
、
こ
の
故
な
り
°
鯉
ャ
賞
翫
す
る
事

は
、
鯉
は
龍
門
の
瀧
に
遡
れ
ば
、
化
し
て
龍
マ
J

な
る
<
J

云
ひ
偲
へ
、
め
で
た
き
魚
な
り
こ
て
、
賞
翫
す
る
な
り
。
今

世
に
て
は
、
魚
は
鯛
、
鳥
は
鶴
を
賞
翫
し
て
、
雉
鯉
な
ざ
r

て
賞
翫
せ
す
。
か
や
う
の
物
も
、
時
世
に
て
違
あ
り
3

今

世
鶴
の
庖

T
ご
云
ふ
事
ぁ
b
°
古
よ
り
あ
り
し
事
欺
°
古
書
に
見
及
ば
す
0

(巻も

さ
つ
じ
も
乃

非
動
物
性
の
食
品
は
、
今
マ
J

同
じ
く
精
進
物
竺
云
ひ
、
こ
れ
亦
盛
b
や
う
に
も
、
切
り
方
に
も
、

い
ろ
い
ろ
名
稲
禁
忌

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
0

門
室
有
職
抄
（
群
従
雑
部
）
に
よ
る
に
至
極
の
饗
廊
の
時
は
高
坪
十
二
本
、
以
下
入
本
、
六
本
四

く
ぎ
ゃ
う

本
三
本
云
々
ご
見
ね
て
居
る
。
尤
も
高
氏
は
敬
っ
た
場
合
に
て
、
そ
の
外
は
、
公
饗
（
穴
―
つ
も
な
き
を
云
ふ
）
四
方

は
じ
か
み

（
穴
四
方
に
あ
る
）
―
―
一
方
、
懸
盤
、
折
敷
な
ぐ
J

の
調
度
を
用
ゐ
る
。
さ
て
製
應
に
は
、
生
叢
ご
梅
干
こ
均
皿
の
類
ィ
笠
添
へ
る

口
中
に
睡
を
生
じ
て
、
物
に
嘘
せ
ざ
る

の
で
あ
る
3

こ
れ
生
翼
は
物
の
味
セ
よ
く
す
る
が
捻
、
梅
干
は
之
セ
見
れ
ば
、

が
露
で
、
揺
は
こ
の
雨
用
セ
兼
ね
た
3

門
室
有
職
抄
の
高
妬
十
二
本
の
う
ち
、
第
二
の
高
杯
に
は
、
味
噌
、
油
皿
、
酢
、

酒
，
竺
居
ゑ
て
、
下
に
註
し
て
云
ふ
、
「
近
代
は
酒
セ
略
し
て
｀
蓼
セ
用
ふ
、
蓼
な
さ
時
は
、
山
葵
、
生
睾
等
な
b
」
ご
あ

る
0

何
れ
も
勝
手
に
味
を
調
へ
る
総
で
、
西
洋
料
理
の
五
味
豪
に
嘗
る
も
の
で
あ
ら
う
。

俎
板
は
檜
の
木
で
作
っ
て
、
そ
れ
に
ば
大
板
、
中
板
、
小
板
ご
あ
っ
て
、
其
の
寸
法
、
大
板
は
長
さ
四
尺
一
1

一
寸
、
幅

一
尺
入
寸
、
厚
さ
＿
二
寸
、
足
高
さ
三
寸
六
分
u

中
板
は
長
さ
三
尺
三
寸
、
幅
一
尺
五
寸
、
厚
さ
一
＿
一
寸
、
足
高
さ
三
寸
六



分
0

小
板
ば
長
さ
二
尺
入
寸
、
幅
一
尺
二
寸
、
厚
ミ
ニ
寸
、
足
高
う
一
一
一
寸
五
分
さ
、
庖
丁
聞
害
に
見
わ
て
ゐ
る
°
猶
四

條
家
に
も
、
大
草
家
に
も
、
異
説
が
あ
る
ぃ
其
の
名
所
は
、
宗
五
大
雙
紙
に
も
あ
る
通
b
、
四
隅
を
、
朝
秤
、
四
徳
、

宴
酪
、
五
行
さ
云
ひ
、
興
中
ヤ
式
ご
云
っ
た
。
瑚
板
を
持
出
づ
る
に
は
、
二
人
が
か

b
で
あ
る
0

魚
箸
は
黄
楊
の
類
に

て
作

b
、
長
さ
一
尺
二
寸
。

一
尺
に
切
る
事
も
あ
る
。
其
の
外
庖
刀
に
闊
し
て
、

い
ろ

l
＼
故
宵
が
四
條
流
疱
丁
書
、

大
草
家
料
理
書
に
も
あ
る
が
、
餘
b
煩
し
い
か
ら
略
す
る
°
次
に
飲
食
の
場
合
に
於
け
る
故
宜
を
述
ぷ
る
前
に
、
配
膳

な
ざ
の
作
法
を
一
言
害
い
て
試
よ
う
0

是
は
我
が
息
の
か
A

ら
ぬ
や
う
に
、
御
膳
を
指
し
出
さ
ね
な
ら
ぬ
0

貴
人
の
御

膳
を
持
て
ば
、
自
餘
の
貴
人
の
前
を
通
ふ
マ
J

も
、
棘
し
て
は
な
ら
ぬ
0

但
し
手
の
明
い
て
あ
る
時
は
、
必
す
證
せ
ね
ぱ

な
ら
ぬ
3

酌
を
取
る
時
、
人
の
前
に
進
む
に
は
、
膝
に
て
這
ひ
出
で
、
右
膝
を
立
て
A

親
を
な
し
、
又
膝
に
て
這
ひ
退

く
の
で
あ
る
。

0

0

 
0
 
n
 Cl 
O
 
O
 
0
 

さ
て
飲
食
の
場
合
の
故
賓
マ
J

し
て
は
、
先
づ
貴
人
よ
b
肴
を
賜
は
る
時
は
、
左
手
を
上
、
右
手
を
下
に
霊
ね
て
、
手

く
ぼ

の
窪
に
受
け
て
、
戴
き
て
喰
ふ
、
懐
中
す
る
は
わ
ろ
し
、
但
し
大
な
る
も
の
は
、
残
り
を
懐
に
入
れ
る
事
Q

等
輩
の
人

の
給
ふ
を
ば
、
片
手
に
て
、
手
の
ひ
ら
に
受
け
ろ
、
大
な
る
物
は
、
残
り
を
何
マ
J

な
く
、
後
に
樅
く
べ
き
事
°
肴
は
山

海
野
里
マ
J

次
第
し
て
食
ふ
事
。
鎗
は
鯉
に
は
山
葵
酢
で
、
鯛
は
生
姜
酢
で
、
鑢
な
ら
ば
蓼
酢
で
、
王
餘
魚
な
ら
ば
沼
田

酢
で
食
ふ
可
き
事
。
其
の
外
、
客
人
は
、
饗
應
を
う
ま
き
盟
を
し
て
、
進
ん
で
能
く
食
ふ
を
、
主
人
へ
到
し
て
の
礎
こ

し
た
。
主
人
は
、
も
て
な
し
の
品
珍
し
う
も
な
く
、
揺
梅
も
宜
し
か
ら
ね
ば
、
御
日
に
合
ひ
申
す
ま
じ
マ
J

卑
下
し
て
、

立
四



古
事
談
か
ら
一
例
を
引
か
う
。

五
五

客
人
に
強
ひ
て
参
ら
ぜ
ぬ
事
を
、
客
へ
翌
し
て
の
穐
と
し
た
。
又
「
核
あ
ら
ん
物
ぱ
懐
に
社
よ
」
ご
云
つ
て
、
線
ぺ
て

晴
に
も
褻
に
も
、
豪
盤
な
ざ
の
上
に
、
き
た
な
げ
に
食
ぴ
散
ら
す
事
は
、
あ
る
ま
じ
き
振
舞
に
て
、
従
っ
て
果
物
を
食

つ
て
、
核
皮
を
、
板
敷
に
も
、
庭
に
も
、
投
げ
散
ら
す
事
を
、
う
た
苔
事
さ
し
た
。
叉
貴
人
の
御
前
に
て
、
酒
盃
を
給

は
れ
る
時
．
通
常
は
肴
を
食
う
て
は
な
ら
ぬ
0

但
卜
時
の
珍
物
な
ざ
に
、
手
も
か
け
ぬ
は
、
却
つ
て
無
法
ご
し
て
、
手

に
取
り
て
、
少
し
は
食
ふ
可
し
マ
J

数
へ
た
0

継
じ
て
肴
を
、
箸
に
て
挟
み
て
、
貴
人
の
御
前
に
て
、
食
せ
ぬ
事
で
あ
っ

た
。
今
川
大
雙
紙
に
は
、
強
慨
な
ざ
も
、
箸
に
て
す
く
ひ
て
、
左
の
手
の
上
に
遷
し
て
、
手
に
て
喰
ふ
べ
し
マ
J

敢
へ
て

上

ち

は

づ

あ
る
°
食
ひ
果
て
A‘

箸
を
膳
の
縁
に
掛
け
す
、
縁
を
脱
し
て
置
く
を
、
陪
膳
人
に
封
す
る
證
マ
J

し
た
°
是
は
箸
を
落

さ
せ
ま
じ
き
為
で
あ
る
0

況
や
椀
の
上
に
箸
を
置
く
事
は
、
努
々
あ
る
べ
か
ら
す
こ
し
た
。
又
椀
の
蓋
な
ざ
も
、
ぅ
っ

伏
せ
て
、
膳
の
縁
に
か
け
讃
け
ば
、
陪
膳
人
の
落
す
事
あ
る
が
故
に
、
蓋
も
緑
を
脱
し
て
、
置
く
故
宵
に
て
、
凡
そ
膳

の
上
の
物
、
陪
膳
人
の
、
過
失
な
き
や
う
に
し
て
、
あ
て
が
ふ
事
が
、
聘
儀
で
あ
っ
た
。

庖
丁
故
宵
ご
云
ふ
は
、

か
＞
る
種
類
の
事
柄
で
、
要
す
る
に
、
此
の
研
究
も
、
わ
が
文
明
史
の
一
部
分
ご
思
へ
ば
、

強
ち
無
用
の
穿
竪
で
は
な
い
°
終
b
に
、
古
へ
は
、
食
ひ
か
た
の
故
賓
の
、
中
々
や
か
ま
し
か
っ
た
面
影
を
見
る
岱
に

ペ
っ
そ
く

徳
大
寺
の
大
饗
に
、
宇
治
左
府
令
レ
向
給
之
時
、
如
レ
法
に
令
レ
食
給
云
々
J

事
畢
之
後
、
別
足
（
雉
に
限
b
た
ろ
事
な

.

.

.
 。
.. 

b
、
雉
の
足
な
り
）
の
食
様
見
習
は
ん
マ
J

て
、
人
々
群
寄
見
け
れ
ば
、
枇
目
よ
b
上
を
、
少
し
わ
け
て
切
た

b
け
る



慶
長
以
降
幕
府
の
饗
證
に
は
、
専
ら
園
部
流
を
用
ゐ
た
。
大
慨
は
四
條
流
を
相
偲
し
た
も
の
で
あ
る
°
其
の
後
生
間

流
が
生
れ
て
、
延
享
の
京
祁
二
重
に
も
園
部
流
こ
生
間
流

Jゞ

が
並
び
見
わ
て
ゐ
る
0

併
し
後
に
は
唯
生
間
流
が
見
ゆ
る

の
み
で
、
現
に
京
都
に
は
、
こ
の
流
を
酌
め
る
庖
丁
人
が
あ
る
0

(
昭
和
突
入
、
一
四
）

今
よ
り
廿
年
前
、
即
ち
昔
の
懐
徳
堂
が
麿
校
に
な
っ
て
か
ら
四
十
三
年
目
に
、
現
代
の
懐
磁
堂
が
再
建
せ
ら
れ
よ
う

ご
す
る
旺
盛
な
氣
述
に
向
っ
た
時
、
其
第
一
着
こ
し
て
悛
低
堂
記
念
祭
が
大
阪
中
の
島
公
會
堂
で
畢
行
せ
ら
れ
、
記
念

殷
覧
會
の
開
催
も
行
は
れ
て
、
古
末
闊
西
で
の
唯
一
學
府
で
あ
っ
た
懐
捻
堂
追
慎
の
総
に
人
心
の
灼
熱
し
た
頃
、
私
共

兄
妹
も
東
京
か
ら
西
下
し
て
此
の
盛
事
に
列
席
し
ま
し
た
が
、
其
の
時
或
必
炎
に
因
つ
て
家
兄
の
記
憶
に
残
る
懐
掘
堂

の
賓
際
を
、
創
立
富
時
よ
り
私
が
抄
録
し
た
も
の
が
わ
り
ま
し
た
が
、
其
後
古
い
時
代
の
事
蹟
や
大
綱
に
屈
す
る
事
は

展
々
大
阪
り
學
者
話
賢
3
偵
播
に
依
つ
て
周
知
の
事
柄
'
y
J

な
り
、
其
上
祝
代
り
悛
徳
室
は
新
し
い
校
含
を
再
建
せ
ら

安

政

以

後

の

大

阪

學

校

を
、
か
ゞ
ま
り
た
る
方
を
、

一
口
令
し
食
給
た
り
け
り
0

(巻一）

中

井 玉
大

終

子


